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60年代後半に， Clower (1965)， Patinkin (1965)， Barro=Grossman (1971)等は， Keynes 
(1936)の経済学は「不均衡」を対象とする経済学である，と主張した。古典派経済学の均衡すな
わち完全雇用均衡に比して， Keynesの不完全雇用均衡は，利用されざる資源すなわち非自発的失















本論では 2節において， ミクロ不均衡分析の古典とも言うべき Arrow(1959)の論文に従っ
ー -109一一
て，不均衡下の経済の特徴を概括する。次に代表的なミクロ不均衡分析として， 3節で固定価格法







































ミクロ不均衡分析の鳴矢として， Hicks (1965)の「固定価格法JFixed Price Methodに依




過需要 (ωz仇hαal-Xぬb1) と超過供給〈ωXaι-一恥〉カが:生じ，経済主体αは数量制約 (ba2，s心=(x陥 Xb1) 以上
の取引は不可能となる。経済主体αは，認識した数量制約を通常の予算制約に加えて，効用極大化


















































しかし Drezeおよび Benassyの分析は， Arrowの指摘と対照した場合，不均衡分析として
は不充分であると言わざるを得ない。















































































































引の集合で，推測均衡となる可能性を持った集会 CEa を考えよう。図 3では，CE，は経済主体 b
のオファーカーブ上で，初期資産点 E とワルラス的均衡点 WEを結ぶ直線より上半部である。な
ぜなら，経済主体 αが経済主体 bの行動を知っていれば，経済主体 G は経済主体 bのオファー
カーブに沿った耳元引を行なおうとするからである。次に経済主体 αは CE，上で効用極大化を計る



















ところが図 3から明らかなように，経済主体 αと経済主体 bの両者が合理的に推測しておりなお
かつ需給が一致するような点はありえなし、から，合理的推測均衡は必ずしも存在しなし、。そこで
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